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登
別
市
で
は
、
『
市
民
と
共
に
進
め
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
基
本
に
、
市
民
参
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
指
導
者
の
育
成
は
、
郷
土
資

料
の
収
集
・
展
示
や
学
習
機
会
の
提
供
と
と

も
に
、
郷
土
資
料
館
と
文
化
伝
承
館
の
大
切

な
役
割
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
、
館
の
運
営
や
事
業
推
進
の
原
動
力

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
郷
土
資
料
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
（
Ｓ

Ｌ
Ｇ
と
は
、
ス
タ
デ
ィ
・
ラ
イ
フ
・
グ
ル
ー

プ
「
学
ん
で　

生
き
る　

仲
間
た
ち
」
の
呼

称
）
で
す
。

　

『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
は
、
館
が
開
催
す
る
体
験
学

習
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
よ
り
、

平
成
５
年
９
月
に
発
足
。
以
後
、
今
日
ま
で

館
を
拠
点
に
し
て
、
体
験
学
習
や
、
市
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
環
境
整
備
な
ど
に

進
ん
で
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
資
料
館
体
験
学
習
で
は
、
事
業
の
立

案
か
ら
道
具
の
手
配
の
ほ
か
、
講
師
と
し
て

も
活
躍
。

　

ま
た
、
館
内
の
資
料
の
収
集
・
整
理
・
研

究
を
行
う
一
方
で
、
地
域
の
団
体
な
ど
が
来

館
し
た
と
き
に
は
、
ガ
イ
ド
役
も
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
は
、
館
の
特
色
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
は
、
現
在
、
会
員
数　

人
。

18

各
種
体
験
学
習
の
指
導
・
協
力
を
行
う
『
体

験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
資
料
館
の
資
料
分
析

と
解
説
書
の
作
成
、
観
覧
者
へ
の
説
明
を
行

う
『
学
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
て
か
ら
、
今
年
で　

年
目
。

10

発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
、

　

歳
を
超
え
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
い
き
い

70き
と
し
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
。

　

体
験
学
習
や
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
な
ど

を
通
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
接
し
、
自

分
た
ち
も
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

目
を
輝
か
せ
て
工
作
に
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
接
し
た
り
、
「
教
え
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
と
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
す
ね
。

　

み
な
さ
ん
定
年
退
職
さ
れ
る
と
、
張
り
合

い
を
な
く
し
て
し
ま
う
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
活
動
を
通
じ
て
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
に
出
会
い
、
と
も
に

学
ぶ
喜
び
と
生
き
が
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
定
年
を
迎
え
て
か
ら
で
も
、
ま
だ
ま
だ
、

学
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
ら
の
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
館
を
拠
点
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

入
館
案
内

●
開
館
時
間

　

・
４
月
〜　

月
…
…
…　

時
〜　

時

１０

１０

１７

　

・　

月
〜
３
月
…
…
…　

時
〜　

時

１１

１０

１６

●
休
館
日

　

・
月
曜
日
（
た
だ
し
、
月
曜
日
が
国
民
の

　
　

祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

　

・
国
民
の
祝
日
の
翌
日

　

・
年
末
年
始
（
６
日
間
）

●
入
館
料

　

・
個
人

　
　
　

高
校
生
以
上　
　

円
１９０

　
　
　

小
・
中
学
生　
　

円
６０

　

・
団
体
（　

人
以
上
）

20

　
　
　

高
校
生
以
上　

１
人
つ
き　

円
１５０

　
　
　

小
・
中
学
生　

１
人
つ
き　

円
５０

※
体
に
障
害
を
も
つ
方
や
そ
の
付
き
添
い
の

　

方
な
ど
は
、
無
料
で
す
。

郷
土
資
料
館
・
文
化
伝
承
館

　
 
（
片
倉
町
６
丁
目　

－

２
・
�
○８８
 

１

２７

　
 
３
３
９
）

郷
土
資
料
館
・
文
化
伝
承
館
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
自
ら
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
す

 灰  原  泰  明 
はい ばら やす あき

さ
ん（７１歳）

富士町在住。郷土資料館ボラ
ンティアグループ『ＳＬＧ』
発足時からのメンバー。
　平成６年１月からは同グル
ープの代表として、郷土資料
館を拠点に体験学習や、市や
地域イベントへの協力などに
尽力している。

▲体験学習で活躍するＳＬＧの
　メンバー

問
い
合
わ
せ

集集
特特
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